
以
下
に
記
す
の
は
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
九
日
と
十
日
に
か
け
て
、
本

研
究
所
と
文
学
部
芸
術
学
科
が
主
宰
し
、
国
際
交
流
基
金
の
助
成
を
受
け

て
実
現
し
た
、
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
バ
ク
リ
の
公
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い

て
の
記
録
で
あ
る
。
こ
こ
に
企
画
者
で
あ
り
、
舞
台
の
制
作
者
で
あ
り
、

要
す
る
に
雑
役
一
般
を
引
き
受
け
た
四
方
田
犬
彦
が
、
そ
の
企
画
意
図
と

事
業
結
果
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
以
下
に
続
く
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
記
録
と
演
劇
脚
本
の
解
説
に
代
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。

モ
ハ
マ
ッ
ド
・
バ
ク
リ
は
一
九
五
三
年
に
イ
ス
ラ
エ
ル
北
部
の
ア
ル
・
ビ

ナ
に
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
九
四
八
年
に
シ
オ
ニ
ス
ト
が

イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
を
成
立
さ
せ
て
、
五
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
テ
ル

ア
ヴ
ィ
ヴ
大
学
映
画
演
劇
学
科
を
最
初
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
と
し
て
卒
業
し
、

そ
れ
以
来
、
演
劇
、
映
画
俳
優
と
し
て
、
ま
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

監
督
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
。
ま
た
彼
は
イ
ス
ラ
エ
ル
映
画
の
な
か
で
パ

レ
ス
チ
ナ
人
の
役
を
演
じ
る
貴
重
な
俳
優
で
あ
る
ば
か
り
か
、
コ
ス
タ＝

ガ
ブ
ラ
ス
監
督
の
フ
ィ
ル
ム
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
映
画
に

幅
広
く
出
演
し
、
フ
ェ
イ
・
ダ
ナ
ウ
ェ
イ
の
相
手
役
を
務
め
た
。
加
え
て

勃
興
し
つ
つ
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
の
映
画
製
作
に
も
積
極
的
に
関

わ
り
、
占
領
下
に
あ
る
民
衆
の
姿
を
活
写
す
る
こ
と
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で

も
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
で
も
、
若
者
た
ち
の
間
で
は
カ
リ
ス
マ
的
な
支
持

を
得
て
き
た
。
ま
た
ア
ラ
ブ
系
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ユ
ダ
ヤ
系

知
識
人
も
、
彼
の
イ
ス
ラ
エ
ル
映
画
へ
の
貢
献
に
は
賞
賛
の
声
を
惜
し
も

う
と
し
な
い
。
二
〇
〇
四
年
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
を
め
ぐ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
『
ジ
ェ
ニ
ン
、
ジ
ェ
ニ
ン
』
を
監
督
し
、
こ
の
作
品
は
イ
ス
ラ

エ
ル
国
内
は
も
と
よ
り
、
国
際
的
に
上
映
さ
れ
て
、
大
き
な
影
響
を
呼
ん

た
。
そ
れ
は
日
本
で
も
、
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
通
し
て
、
し
ば
し
ば

自
主
上
映
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

モ
ハ
マ
ッ
ド
・
バ
ク
リ

公
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

四
方
田
犬
彦
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バ
ク
リ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
演
劇
界
に
お
い
て
も
重
要
な
存
在
で
、
三
十
年

に
わ
た
っ
て
舞
台
俳
優
と
し
て
の
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
を
も
っ
て
い
る
。
と

り
わ
け
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
に
生
き
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
社
会
的
文
化
的
状

況
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い
た
、
エ
ミ
ー
ル
・
ハ
ビ
ー
ビ
の
長
編
小
説
『
悲

楽
観
屋
サ
イ
ー
ド
の
奇
妙
な
失
踪
』（
二
〇
〇
六
年
に
作
品
社
か
ら
山
本

薫
訳
に
て
刊
行
）
を
原
作
と
し
た
一
人
芝
居
に
よ
っ
て
、
大
き
な
評
判
を

得
た
。
バ
ク
リ
は
こ
の
作
品
を
も
っ
て
世
界
中
を
公
演
し
、
そ
れ
に
伴
っ

て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
も
た
れ
る
と
い
う
形
で
の
演
劇
活
動
が
長
き
に
わ

た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
文
の
筆
者
で
あ
る
四
方
田
は
、
二
〇
〇
四
年
に
テ
ル
ア
ヴ
ィ
ヴ
大

学
に
客
員
教
授
と
し
て
在
籍
中
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
映
画
に
お
け
る
パ
レ
ス

チ
ナ
人
の
表
象
の
変
遷
」
と
い
う
主
題
の
も
と
に
研
究
活
動
に
従
事
し
て

き
た
。
そ
の
探
求
の
途
上
で
バ
ク
リ
の
存
在
に
着
目
し
、
六
月
に
テ
ル
ア

ヴ
ィ
ヴ
に
お
い
て
長
時
間
に
わ
た
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ナ
ウ
』（
作
品
社
、
二

〇
〇
六
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
モ
ハ
マ
ッ
ド
・
バ
ク
リ
の
孤
立
」
な
る
一

文
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
企
画
は
、
こ
の
バ
ク
リ
を
イ
ス

ラ
エ
ル
か
ら
招
聘
し
、
著
名
な
一
人
芝
居
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
彼
の
監
督
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
、
そ
の
後
に
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
企
画
の
意
図
は
、
大
き
く
い
っ
て
三
つ
に
要
約
で
き
る
。

第
一
に
、
日
本
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
も
パ
レ
ス
チ
ナ
も
も
っ
ぱ
ら
「
民
族

紛
争
」
に
よ
る
犠
牲
者
の
数
で
し
か
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、

事
態
が
あ
ま
り
に
錯
綜
し
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
そ
の
全
体
像
を
把
握

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
企
て
は
演
劇
映

画
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
言
語
と
文
化
、
社
会
状
況
に

接
す
る
い
い
機
会
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
パ
レ
ス
チ
ナ
文
化
圏
か
ら
の
演
劇

の
招
聘
は
、
二
〇
〇
四
年
、
〇
五
年
の
ア
ル
・
カ
サ
バ
劇
場
の
招
聘
と
公

演
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
と
り
わ
け
イ
ス
ラ

エ
ル
国
内
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
例
を
見
て

い
な
い
。
こ
れ
は
実
行
す
る
に
充
分
の
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
バ
ク
リ
が
体
現
し
て
い
る
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
に
居
住
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
を
所
持
し
つ
つ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
で
あ
り
続
け
る
と
い

う
特
異
な
状
況
か
ら
生
ま
れ
る
言
語
芸
術
、
映
像
芸
術
が
、
今
日
の
世
界

中
で
生
じ
て
い
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ（
離
散
）現
象
の
文
化
的
側
面
を
理
解
す

る
さ
い
に
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
提
示
で
き
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

一
つ
の
社
会
に
内
在
し
て
い
る
文
化
的
多
元
性
を
演
劇
を
通
し
て
理
解
す

る
こ
と
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
同
様
の
文
化
的
考
察
に
大
き
な
示
唆
を

与
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
こ
れ
ま
で
日
本
文
化
と
演
劇
を
海
外
か
ら
眺
め
、
理
解
し
よ

う
と
す
る
試
み
は
、
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
ー
か
ら
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
ま
で
、

も
っ
ぱ
ら
欧
米
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
バ
ク
リ
が
東
京
と
京

都
に
滞
在
し
、
ア
ラ
ブ
文
化
研
究
家
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
演
劇
人
を
は

じ
め
と
す
る
知
識
人
、
芸
術
家
と
交
流
し
た
り
、
さ
ら
に
日
本
文
化
の
現

在
を
観
察
し
た
う
え
で
そ
の
印
象
と
考
察
を
残
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
ア
ラ
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ブ
文
化
圏
か
ら
の
日
本
文
化
を
め
ぐ
る
貴
重
な
評
言
と
し
て
記
憶
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
具
体
的
に
バ
ク
リ
と
そ
の
助
手
の
ラ
ミ
・
リ
ヴ
ネ
フ
の
来
日

の
足
取
り
に
つ
い
て
、
記
し
て
お
き
た
い
。

二
〇
〇
六
年
十
二
月
六
日
（
水
曜
日
）、
彼
ら
は
成
田
に
到
着
。
四
方

田
に
よ
る
出
迎
え
。
明
治
学
院
大
学
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
案
内
。

十
二
月
七
日
（
木
曜
日
）
バ
ク
リ
氏
と
日
本
側
ス
タ
ッ
フ
と
の
打
ち
合

わ
せ
。
大
学
施
設
で
あ
る
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
案
内
し
、
舞
台
制
作
の
ス

タ
ッ
フ
と
会
合
。
月
島
か
ら
銀
座
へ
と
観
光
を
し
た
後
、
映
画
監
督
で
あ

る
足
立
正
生
、
俳
優
の
大
久
保
鷹
、
映
画
制
作
者
で
あ
る
小
野
沢
稔
彦
ら

と
会
食
な
ら
び
に
意
見
交
換
。

十
二
月
八
日
（
金
曜
日
）

終
日
、
舞
台
準
備
。
足
立
ら
の
共
同
制
作

で
あ
る
『
略
称
・
連
続
射
殺
魔
』、
足
立
の
最
新
作
『
幽
閉
者
』
を
観
る
。

十
二
月
九
日
（
土
曜
日
）

七
時
よ
り
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
に
て
、
バ
ク
リ

公
演
『
悲
観
楽
観
悲
運
の
サ
イ
ー
ド
』
が
行
な
わ
れ
る
。
招
待
客
を
含
め

る
と
、
二
百
六
十
人
あ
ま
り
の
観
客
。
そ
の
後
、
関
係
者
を
交
え
簡
単
な

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。

十
二
月
十
日
（
日
曜
日
）
午
後
、
バ
ク
リ
監
督
作
品
『
ジ
ェ
ニ
ン
、

ジ
ェ
ニ
ン
』、『
あ
な
た
が
い
な
く
な
っ
て
後
』
を
上
映
の
後
、
臼
杵
陽

（
中
東
史
研
究
家
、
日
本
女
子
大
教
授
）、
田
浪
亜
央
江
（
イ
ス
ラ
エ
ル
・

ア
ラ
ブ
文
化
研
究
家
）
を
ま
じ
え
共
同
討
議
。
司
会
は
四
方
田
犬
彦
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
に
た
だ
ち
に
新
幹
線
で
品
川
か
ら
京
都
へ
直
行
。

十
二
月
十
三
日
（
水
曜
日
）
京
都
市
内
元
立
誠
小
学
校
講
堂
に
て
、『
悲

観
楽
観
悲
運
の
サ
イ
ー
ド
』
の
、
二
度
目
の
公
演
。

十
二
月
十
四
日（
水
曜
日
）、
ド
バ
イ
映
画
祭
経
由
で
帰
国
の
旅
に
就
く
。

以
下
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
十
二
月
九
日
、
十
三
日
に
上
演
さ
れ
た

『
悲
観
楽
観
悲
運
の
サ
イ
ー
ド
』
の
脚
本
で
あ
り
、
田
浪
亜
央
江
に
よ
っ

て
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
。
二
番
目
の
も
の
は
、
十
二
月
十
日
に

開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
で
あ
る
。
バ
ク
リ
の
通
訳
を
担
当
し

た
の
は
、
秋
田
大
学
助
教
授
の
三
宅
良
美
で
あ
る
。
ま
た
バ
ク
リ
を
め
ぐ

る
関
連
記
事
と
し
て
は
、「
ユ
リ
イ
カ
」
二
〇
〇
七
年
二
月
号
に
四
方
田

犬
彦
「
パ
レ
ス
チ
ナ
芸
人
、
日
本
を
行
く
」
が
、「
世
界
」
二
〇
〇
七
年
三

月
号
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

モハマッド・バクリ 公演とシンポジウム
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